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東洋鋼鈑グループは、1934年の創業以来、快適で潤いある

暮らしに欠くことのできない素材である「鉄」の豊かな可能性に

着目し、表面処理鋼板界のパイオニアとして発展してきました。

最新鋭の設備と高度な技術力を背景に、缶用材料をはじめ、 

高品質な各種薄鋼板、表面処理鋼板、高級化粧鋼板など優れた 

商品を世界に先駆けて開発、製品化し、多様なニーズにお応

えしています。

また、磁気ディスク用アルミ基板、光学用機能フィルム、硬質

合金、梱包資材用帯鋼、機械器具など、多岐にわたる分野に

進出しています。

社 名 東洋鋼鈑株式会社
英文社名 Toyo Kohan Co.,Ltd.
設 立 1934年4月11日
資 本 金 50億4,000万円
従業員数 2,243名（2010年3月末連結）
売 上 高 1,065億円（2009年度 連結）
本 社 東京都千代田区四番町2番地12
工 場 山口県下松市東豊井1302番地
事業内容 ぶりき、薄板および各種表面処理鋼板 

ならびに各種機能材料等の製造・販売

連
　
結

国　内

鋼鈑商事（株） 鋼板類とその加工品の販売等

鋼鈑工業（株） 鋼帯、自動結束装置、硬質合金等の製造販売および磁気ディスク用基板の製造

KYテクノロジー（株） 建材製品および梱包資材の製造販売、製材並びに木材の加工販売、建設業、建築設計並び
に工事監理

海　外 TOYO-MEMORY TECHNOLOGY 
SDN.BHD. 磁気ディスク用基板の製造販売

非
　
連

　
結

国　内

東洋パックス（株） 截断、検定、包装作業請負

共同海運（株） 内航海運業、貨物利用運送業、通関業、海運代理店業

下松運輸（株） 貨物自動車運送業、港湾運送業、通運業、倉庫業

東洋パートナー（株） 福利厚生業務等の請負

海　外
上海東洋鋼鈑商貿有限公司 鋼板関連商品、硬質材料、自動結束機などの販売および付帯サービスの提供

湖南東洋利徳材料科技有限公司 表面処理製品の研究、開発、製造および販売
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■ 社会・環境報告書発行の目的
東洋鋼鈑は2002年度に「環境報告書」初版を発行、2006年

度からは国内グループ企業まで報告対象範囲を拡大して、

東洋鋼鈑グループとして発行し、事業活動における環境負

荷および環境配慮への取り組み状況など、環境情報を報告

してきました。

2010年は、持続可能な社会の構築に対する東洋鋼鈑グルー

プの事業活動を通じた取り組みを知っていただくため、 

社会的側面にも報告範囲を広げ、タイトルを「社会・環境報

告書」へ改めました。

表紙について
私たち、一人ひとりは小さい

ピースでも、二つとして同じ

ピースはありません。そして、

皆が集まれば大きな力とな

り、素晴らしい世界を描くこと

ができます。

今年の表紙は、私たちの個々

の力をジグソーパズルに見立て、表現しました。

残っている3ピースは、3年後のCSR報告書へのス

テップを示しています。
● �この報告書は「環境省環境報告ガイドライン（2007年度版）」を 

参考に作成しました。
● �この報告書は、色覚に障がいのある方にも読みやすいよう配慮

いたしました。

東洋鋼鈑グループ

社会・環境報告書
2 0 1 0
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■ 報告書の要件
対象組織：東洋鋼鈑グループ
	 （ISO14001グループ統合認証取得8社＊）
	 ＊	連結対象範囲とは一部異なります。

対象期間：2009年4月1日～2010年3月31日
	 （一部2010年8月までの情報も含まれます）

発 行 日：2010年10月（次回発行予定は2011年8月）

対象分野：�社会的側面および環境的側面を報告の対象とし
ています。

作成部署：東洋鋼鈑株式会社　監査部　環境グループ

連 絡 先：�東洋鋼鈑株式会社　総務部
	 〒102-8447 東京都千代田区四番町2 番地12
	 TEL  03-5211-6211（代）
	 FAX 03-5211-0181
	 http：//www.toyokohan.co.jp
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――― 2009年度は中期経営計画「チャレンジャー」
の最終年度でもありました。振り返ってみて、どうお感
じでしょう。

一言で言えば、将来「東洋鋼鈑にきわめて大きな影響を及ぼし

た年だった」と振り返ることになる、そういう年度だったと思い

ます。2008年秋のいわゆるリーマンショックによる大幅な生産

の落ち込みや円高の影響で、弊社の事業を取り巻く環境には

かなり厳しいものがあり、回復にはなお時間がかかっています。

しかしそうした中、我々は中間期で黒字を計上し、年度末に

上方修正することができました。これは、現場が危機感を感

じ、比例費および固定費のコストダウンをやってくれたこと

に尽きます。私はまだ現場にこんなに力が残っていたのか

とびっくりしています。ここ数年、現場にはずいぶん助けられ

てきましたから、「今後はホワイトがもっと生産性を向上して

現場を助けていかなければならない」 2010年度以降はそう

していくつもりです。「リーマンショックにより、かえって会社

全体に基礎体力をつけることができた」 それが2009年度最

大の収穫だと思います。

――― 社内が総力をあげた結果、筋肉質な体質に
生まれ変わったということですね。

人間はギリギリの状態になると思いがけない力を発揮しま

す。厳しい状況の中、社内の力が同じベクトルに結集したの

だと思います。私自身もアゲインストの状況になるほど力が

湧くたちなのですが、そうした私の思いを、さまざまな機会

を通じて発信してきたことが奏効したのかもしれません。社

長というのはオーケストラの指揮者のようなもので、タクト

を振る思い一つで、同じ楽曲でも曲想が大きく変わる。今回

はいい方向に変わったと言えるでしょう。

――― 創立75周年を機に、東洋鋼鈑は「経営理念」
「行動指針」「ビジョン」を策定しました。そこに込め
られた思いをお聞かせください。

歴史を紐解いてみると、東洋鋼鈑は四半世紀ごとに大きな

変革を成し遂げてきました。75周年に当たって、激動の時代

を航海していくための灯台、迷った時に頼りにできる拠り所

のようなものが必要だと思いました。75周年は、次の四半世

紀の荒波を乗り越えて100周年を目指す船出の年です。高い

目標を掲げた新中期経営計画「STEP UP 100」も、100周年

を見据えて経営理念を実現していくための拠り所です。

――― 企業が成長するとともに、社会に対して果た
すべき責任も重くなります。東洋鋼鈑の社会的責任
については、どうお考えですか。

「利益をあげて税金を納め、国や地域に貢献する」それが企

業の本来の姿です。しかし、利益をあげるために何をやって

もいいかというと、そうではなく、そこには自ずとルールが

ある。そこから逸脱すれば企業として存続できなくなり、国

や地域への貢献など不可能になります。あくまで「ルールに

則って事業を展開することで社会に貢献する」それが我々の

社会的責任だと思います。

たとえば、私利私欲で行動する個人、ある物質の環境や人体

への悪影響を知りながら手を打たない企業、それはいずれ

もルール違反です。弊社は、飲料缶や内装材をはじめ、人々

の暮らしや健康に直結する製品を数多く手がける企業です

から、自然環境や人体への悪影響などあってはならず、ルー

ル違反は我々の事業そのものを脅かします。

今回から、これまでの「環境報告書」を「社会・環境報告書」に

改めることにしましたが、これは、環境に対する取り組みも社

一人ひとりの思いを結集して
荒波を乗り越え、社会的価値の高い企業へ

TOP MESSAGEトップメッセージ
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会に対する取り組みも、高い意識、高いレベルで進められる

べきだという考え方を、あらためて明確に示すためです。

とはいえ、企業の社会的責任について、そう難しく考えるこ

とはありません。たとえば、ゴミが落ちていたら拾おうと考え

る、そういったごく当たり前の意識です。家の前にゴミが落

ちていたら片づけるけれども、毎朝通勤する工場の前にゴ

ミが落ちていたらどうするか。家の周りに子供が怪我しそう

な箇所があったら自分で積極的に直すけれども、自分が通

う会社に、社会や環境に対して何かおかしな点が見つかっ

た時はどうするか。そのあたりに、企業の社会的責任を考え

るヒントがあると思います。

――― 創立100周年に向けた社長の思い、東洋鋼鈑 
の未来像についてお聞かせください。

言うまでもなく、東洋鋼鈑で働く人々はここでの仕事によっ

て生計を立てています。その意味ではみんなの目的は同じ

で、会社の中の肩書きなど、組織運営の便宜上考えられたも

のでしかありません。「みんな違って、みんないい」という言

葉がありますが、まさに、さまざまな人々が「豊かな暮らし」

という同じ目的のもとに集まっている。そうした人々が上も

なく下もなく共生して知恵を出し合い、いいものを作って目

的を達成しようという思いが、私のメッセージの根底にあり

ます。一人ひとりが、自己責任のもと同じ目的に向かって能

力と気力を集めれば、その成果は結局一人ひとりの役に立

ち、社会の役に立つということです。中期経営計画の根底に

も、みんなで仕事をして利益をあげよう、利益のあがる仕事

を開拓していこうという思いがあります。こうした計画は、誰

か一部の人間が作ったものではなく、みんなが当事者意識

を持って関わっていくべきものなのです。一人ひとりの人間

力、一人ひとりの思いを結集していただきたい。自分が中心

になって周りを巻き込むぐらいの強い思いがあれば、目標

は達成できると思います。

東洋鋼鈑は今、100周年に向けて種をまき、土壌を作り始め

ており、そのために必要な人材育成や組織づくりを進めて

います。ステークホルダーの皆様には、世界に類を見ない鉄

鋼メーカーを目指す東洋鋼鈑の今後に、ぜひご期待いただ

きたいと思います。

東洋鋼鈑株式会社
代表取締役社長
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東洋鋼鈑グループの経営理念とCSR
私たちは、缶用材料を中心としたものづくりを通じて、社会の発展と平和に貢献するとともに、
社員一人ひとりが人間として成長するという志を、創業から現在まで代々受け継いできました。
2009年度、より具体的な目指すべき目標として、経営理念・行動指針を策定しました。
これらの目標達成こそ、東洋鋼鈑グループが社会に対して果たすべき責任＝CSRであると考えます。

経 営 理 念

1.東洋鋼鈑は永続的に有益な価値を提供し、地球環境や社会の進歩に貢献します。
2.東洋鋼鈑はすべての社員が豊かな社会生活を営む環境を作ります。
3.東洋鋼鈑は常に新しい技術の可能性を追求し、成長する企業であり続けます。

行 動 指 針

1） �法令や社会的規範を守り、高い倫理観を持って行動します。

2） �すべてのステークホルダーに対してコミュニケーションを実践し、社会との共生を図ります。

3） �互いの人間性、多様性を尊重し、透明性の高い職場を作ります。

4） �常に新しいことを探求する眼と挑戦する勇気を持ち続けます。

5） �一人ひとりが「素な心」を心に宿し、正々堂々と社会に新たな価値を作り上げます。

ビ ジ ョ ン

当社はぶりき製造で誕生した会社ですが、その技術を発展させ非鉄、樹脂等を精密加工することにより、世界の鉄

鋼業で類を見ないビジネスモデルの会社を目指します。

■ 新中期数値目標（連結）

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

売上高
1,130億円

営業利益
55億円

売上高
1,230億円

営業利益
75億円

売上高
1,280億円

営業利益
90億円

東洋鋼鈑グループでは、2010年度から新たな中期経営計画を

スタートしました。その基本となる考え方は以下のとおりです。

①	�販売部門の責任の明確化

	� 販売部門の責任と権限を明確にし、具体的な事業計画を

実行します。

②	�販売部門と間接部門・生産部門の連携強化

	� 販売部門は間接部門（事務・技術）および生産部門との連

携をより深め、クイックレスポンス＆見える化を東洋鋼鈑

グループ全体で推進します。

③	�グループ企業との協業強化

	� 東洋製罐グループの一員としてグループシナジーを最大

限に発揮できるよう、既存事業の基盤強化、研究開発の

効率化、新規事業の創出を図ります。

新中期経営計画3カ年（STEP UP 100）
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ステークホルダーに
対する社会的責任

CSRとは？
CSR：Corporate Social Responsibility＝企業の社会的責任

とは、企業が利益を追求するだけでなく、組織活動が社会へ

与える影響に責任を持ち、あらゆるステークホルダー（利害

関係者：顧客、投資家等、従業員、取引先および地域社会）か

らの要求に対して適切な意思決定をすることを指します。企

業の経済活動にはステークホルダーに対して説明責任があ

東洋鋼鈑100周年に向かうプラットフォームとして、小冊

子「TOYOKOHAN GATE 100」を 発 刊しました。この 冊 子

には「経営理念」、「行動指針」、「ビジョン」の解説のほか、

「TOYOKOHAN DNA」として東洋鋼鈑で受け継がれてきた

考え方や行動を「DNA」として紹介しています。

従業員への理念の浸透
～TOYOKOHAN GATE 100～

り、説明できなければ社会的容認が得られず、信頼のない

企業は持続できません。私たち東洋鋼鈑グループは、社会

の一員としてすべてのステークホルダーの期待に応え、より

いっそう優れた価値を提供できるよう活動しています。CSR

は社会における企業のあり方を示す道しるべであると考え、

社会から高い信頼を得られるよう取り組んでいきます。

株主

顧客

地域のみなさま

従業員

企業人と地球に
やさしい素材を届けることが
東洋鋼鈑の使命です 環境にやさしい

製品を選んで
買いたいわ。 僕の街に工場

があるけど、
どんな物を
作っているの？

私達の会社に
ついて、積極的
に情報発信
しよう！

法律を守り、
健全な経営を
している会社に
投資したいね。

皆さんの声を聞いて
良い製品を作り、
社会に貢献
し続けます！

顧客

株主・投資家

従業員

地域社会

取引先

ステークホルダー ステークホルダーへの
社会的責任

◦	� お客様満足度の向上
◦	� お客様への適切で
	 迅速な対応

◦	� 企業情報の開示
◦	� 企業価値の最大化
◦	� 安定的な配当

◦	� 安全で働きやすい
	 職場の確保
◦	� 人材育成
◦	� 公平な人事・評価

◦	� 公正・公平な取引
◦	� オープンな取引機会

◦	 事業所における事故、災害防止
◦	� 情報開示
◦	� 地域住民との交流
◦	� 地域の活性化
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身近なところに東洋鋼鈑グループ
街の中にあふれる東洋鋼鈑グループの製品を紹介します。

お風呂にゆったり入るバスタイムは、
大人も子供も大好きな時間。東洋鋼鈑
は、その空間をスタイリッシュ&快適に
演出します。

ユニットバス内装材
■ 樹脂化粧鋼板

ジュースにビール、フルーツやアイス
クリーム…。家族の大好物が詰まった 
冷蔵庫を開けるときは思い出してくだ
さい。これも東洋鋼鈑です。

冷蔵庫
■ 樹脂化粧鋼板

ツナ缶などの缶詰から高級海苔やお
菓子が入った化粧缶まで、おいしい食
べ物をおいしく届けるのも東洋鋼鈑の 
得意分野です。

容器缶
■ ぶりき・ラミネート鋼板

いまや必需品となったパソコン。当社
が培ってきためっき、超精密加工技術、 
それらが融合して記録密度の飛躍的向
上を支えています。

パソコン
■ 磁気ディスク用基板

好 き なDVDをプレ ー ヤ ー に 入 れ て 
再生するときのワクワク感はたまりま
せん。そんなときも東洋鋼鈑はあなた
のそばにいます。

DVDプレーヤー
■ 電気亜鉛めっき鋼板
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喉が渇いたときやホッとひと息つきた
いとき、みんなが手にする缶ジュース。
そのおいしさを包んでいるのは東洋鋼
鈑です。

飲料缶
■ ラミネート鋼板

シュポッと栓を開け、トクトクとグラス
にビールを注ぐとき、1日の疲れもどこ
へやら。疲れと一緒に飛んだ王冠も、東
洋鋼鈑の仕事です。

王　冠
■ ティンフリースチール

厳しい日差しや強い雨から、駅のホー
ムを守ってくれる屋根。通勤、通学や旅
先で、思い出したら見上げてください。
きっとそこも東洋鋼鈑の仕事です。

駅ホーム屋根
■ 植毛鋼板

おもちゃ・家電品からハイ
ブリッドカーまで、いろい
ろなところで大活躍の電
池。その素材となる電池材
も東洋鋼鈑の仕事です。

電池材・ハイブリッドカー用バッテリー部品
■ ニッケルめっき鋼板

燃料パイプなどの自動車
部品にも東洋鋼鈑の技術
が 活 躍しています。劣 化 
ガソリン・熱・排ガスなど
に対して強いため、長寿命
化も実現しています。

燃料パイプ
■ ニッケルめっき鋼板
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自然光

採光部
放光部放光部

導光部（ミラーコートK）

自然光 採光部

放光部

導光部  
（ミラーコートK）

水平ダクト方式 垂直ダクト方式

光ダクト用の鏡面材には、可視光の反

射率95％というきわめて高い条件が

求められますが、当時は国産でこの条

件を満たす製品がありませんでした。

したがって、2007年に本格的なプロ

ジェクトを立ち上げた当社が目指し

たのは、95％ あるいはそれ以上とい

う高い反射率を実現しながら、コスト

や加工の容易さなどの点で市場に価

値を提供することでした。東洋製罐グ

ループが既に第1号システムの設置を

決めており、急ピッチで量産体制を確

立するために開発チームが結成され 

ました。

チームは、何よりもまず当社の強みを

活かすことが早道であると考えまし

た。その強みとは、当社が蓄積してきた

「めっきの技術」。開発にあたっては、

コストを低く抑え、かつ、性能面では、

「玄 関 や 廊 下 が 薄 暗 い。」「北 向きの

キッチンや洗面所にも快適な自然光

があったなら…。」かつて叶えられるこ

とのなかったこうした望みには、今日、

「光ダクト」という解決策が用意され

ています。採光の難しかった工場やオ

フィスビルの中心部、窓が設置できな

いクリーンルームも、このシステムの

導入によって環境が大きく改善された

例が増えています。

内部に鏡面材を使用したダクトに太

陽光を取り込み、ダクト内の反射を利

用して屋内に光を送り込むのが光ダク

ト。NEDO（新エネルギー・産業技術

総合開発機構）による補助のもと建設

された光ダクト実証住宅がマスコミで

取り上げられたことなどもあって注目

されるようになりました。当社は、電気

を使うことなく、無限の資源である太

陽光を活用して室内に快適な明かりを

取り込むこのシステムの大きな可能性

に着目、2006年に国産初となる光ダク

ト用素材の開発を開始します。

めっき技術で高品位な反射材を

ふんだんな太陽光を照明に

2009年TOPICS 1

「どこでも光窓」
建物のあらゆる場所に優しい自然光を送り込む

「どこでも光窓」

加工性等が要求されることを考えた結

果、素材は鉄とし、金属の中でもっとも

反射率の高い「銀」をめっきするという

コンセプトで開発を進めました。

■ 「どこでも光窓」の原理
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トップコート（保護層）

銀めっき膜（反射層）

金属板
※標準は電気亜鉛めっき鋼板
※アルミ板、ステンレス鋼板も検討可

アンダーコート（アンカー層）

反射率95％という技術目標はきわめ

て高いハードルです。さらには、変色し

やすいという銀特有の欠点を克服し

て輝きを維持する工夫、冬に反射率が

上がらなくなることの原因解明など、

チームはいくつものハードルを乗り

越えていきました。こうした苦難の末

に完成したのが「ミラーコートK」。金

属板への銀鏡めっき処理技術を確立

した世界初の製品です。空調ダクト方

式のシンプルな構造によって、建物の

あらゆる場所に太陽光を届ける当社

の光ダクトシステム「どこでも光窓」。 

自然光と無縁の生活を続けると、人間

の体内リズムが崩れ、健康に大きく影

響すると言われています。不規則な生

活になりがちな現代社会において、建

物に自然光を取り戻す技術は、そこで

その中核を成す「ミラーコートK」は、 

皮膜構成がわずか3層ときわめてシン 

プルで、反 射 率、耐 久 性、そして折り

暮らす人々、働く人々の健康な毎日に

貢献するアイデアとして、また環境に優

しい新たな照明のあり方として、今後

ますます注目度を高めていくに違い

ありません。当社は、現在、さまざまな

曲げたり曲面にするなどの加工性に

優れ、光ダクトのさまざまな可能性を 

広げます。

機会をとらえて「どこでも光窓」「ミラー

コートK」を知っていただく活動を続け

るとともに、「ミラーコートK」を応用し

た照明器具など、さらなる可能性につ

いての研究も開始しています。

人間の健康に欠かせない自然光

開発チームの集中力が生んだ努力の結晶

「どこでも光窓」施工事例 【JR東日本 大糸線　豊科駅】

■ 「ミラーコートK」の皮膜構成

ダクト内部に鏡面材を使用し、

建物内部へ自然光を送り込む、

東洋鋼鈑の光ダクトシステム「どこでも光窓」。

その自然光の搬送効率を支えているのが、

独自に開発した鏡面材「ミラーコートK」です。

2009年TOPICS 1

待合室に垂直ダクト方式で
「どこでも光窓」を施工しました。


